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宮城県沖・福島県沖地震(2016年11月)に先行するVLF/LF帯電波伝搬異常

の観測的・理論的研究

On the lower ionospheric perturbation for the two earthquakes which

occurred offshore the Pacific Ocean of Japan in November 2016 on

the basis of VLF propagation data observed at multiple stations and

wave-hop theoretical computations
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　早川地震電磁気研究所では、地震の短期予知に関する研究（力学的現象、電磁気学的現象、宏観現象）を広

く取り扱い、１ 地震前兆現象の発生機構のメカニズムの解明（地圏・大気圏・電離圏結合の解明）、２ 地震

前兆現象の検出精度の向上（地震予知精度の向上）、３ 地震予知技術の開発・供与を主な事業内容として活動

している。 

　現在、本研究所では、国内にVLF/LF帯受信ネットワークを構築してVLF/LF帯電波伝搬異常に関する研究成

果（特に、夜間ゆらぎ法、ターミネータータイム法）を総括的に理解できるよう研究を行っている。 

　本発表では、2016年11月の宮城県沖(M＝6.1)、福島県沖地震(M=6.9)について、本研究所のVLF/LF受信

ネットワークにて地震に先行するJJY送信電波伝搬異常（夜間ゆらぎ法による解析にて）が地震発生の前に確認

されており、その観測的事実を理論的研究（数値解析）と比較・検討を行い、地震に先行する下部電離層擾乱

の時間的・空間的ダイナミクスについて言及する。 

　伝搬理論解析にはWave-hop法を用いて、電離層高度の変化に伴う夜間振幅強度の変動を地震前後の観測

データと比較して検証し、地震前後における電離層擾乱の時系列変化や空間的変化の総合的な理解に着目し

た。 
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